










Ⅰ部  出発点―新しい王朝 第１章 伝統と変容 第２章 新しい王朝と教皇座 第Ⅱ部 カール大帝
期の王権と国家  第３章 イタリアへ 第４章 教化と宣誓 第５章 アルクインとフランク宮廷 第
６章 聖戦の思想 第７章 ビザンツとの対抗意識の醸成 第８章 皇帝戴冠への道 第９章「帝国」
のゆくえ 第 10 章 改革の試み 第 1１章 「ダビデ」と「皇帝」のあいだ 第 12 章『王国分割令』



























































しいものと判定する。                   
 
2007 年 1 月 19 日  
主任審査員 早稲田大学教授                   小倉 欣一  
    早稲田大学教授                井内 敏夫  
    大妻女子大学大学院教授            森  義信  
